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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、総じて緩やかな回復基調が続きました。米国では、引き続き

良好な雇用・所得情勢を背景に、個人消費は回復傾向が続き、内外需要の回復による企業収益の改善から設備投

資も底堅く推移しました。欧州でも、雇用情勢の改善を背景とした個人消費が下支えとなり、緩やかな回復が持

続しましたが、英国ではＥＵ離脱問題に伴う不透明感から景気回復が緩慢となりました。中国では、設備投資な

どに減速感があるものの堅調さを維持、他の新興国についても、内需の堅調さに加え、輸出の増勢持続により総

じて景気は安定した拡大を続けました。わが国経済も、企業収益が引き続き改善しており、堅調な雇用・所得情

勢を受け、個人消費や輸出が持ち直したことから総じて緩やかな回復基調が持続しました。

当社グループをとりまく経済環境は、国内において、企業収益の改善等から設備投資が緩やかな回復基調で推

移しました。海外においても、米国・欧州では底堅く推移しましたが、中国など一部の国では減速感がありまし

た。当社の主要顧客である造船業界においては、昨年と比較して受注量は回復の兆しが見え始めていますが、依

然船価は低迷しており、厳しい状況が続きました。

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高は、船舶用システム製品（船舶用配電制御システ

ム等）の陸電供給システム及びＬＮＧ船等が増加したものの、コンテナ船及び産業用システム製品（産業用配電

制御システム等）の海外インフラ向けが減少したことにより、80億１百万円と前年同期比5.7％の減少となりま

した。また、営業利益は新製品開発費等の増加により１億27百万円と前年同期比71.7％の減益となり、経常利益

は為替差益１億85百万円の計上により３億26百万円となったものの、前年同期比30.4％の減益となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益は、大阪市阿倍野区に所有しておりました土地・建物を売却したことによる固

定資産売却益２億７百万円の計上により５億80百万円となり、前年同期比71.5％の増益となりました。

なお、製品別の連結売上高は、システム製品（配電制御システム等）が41億45百万円と前年同期比11.0％の減

少、機器製品（低圧遮断器等）が38億56百万円と前年同期比0.6％の増加となりました。

システム製品の連結受注高は、産業用システム製品の海外インフラ向けが減少したものの、中国の船舶用シス

テム製品が増加したことにより、前年同期を4.4％上回る51億81百万円となりました。その結果、連結受注残高

は前連結会計年度末より10億36百万円増加し、172億26百万円となりました。

なお、機器製品は、計画生産を行っているため、上記受注高、受注残高には含めておりません。 

 

当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりであります。

 

「日本」

船舶用システム製品は、陸電供給システム及びＬＮＧ船が増加したものの、コンテナ船等が減少したことによ

り、売上は前年同期と比べ減少しました。

産業用システム製品は、海外インフラ向けが減少したことにより、売上は前年同期と比べ減少しました。

メディカルデバイスは、臨床検査機器が減少したものの、医療機器の新製品が堅調に推移したことにより、売

上は前年同期と比べ増加しました。

エンジニアリング及びライフサイクルサービスは、船舶向け及び産業向け各種点検・改造工事は堅調に推移し

たものの、エンジニアリング業務が減少し、売上は前年同期と比べほぼ横ばいになりました。

その結果、システム製品全体の売上は前年同期と比べ減少しました。

機器製品は、国内の市場が緩やかに回復し、欧州及びオセアニア地域も堅調に推移したことにより、売上は前

年同期と比べ若干増加しました。

その結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間の売上高は51億33百万円と前年同期比15.2％の減少、セ

グメント利益は１億77百万円と前年同期比56.2％の減益となりました。

「アジア」 

船舶用システム製品は、造船業界に回復の兆しが見え始めたことにより、売上は前年同期と比べ増加しまし

た。

エンジニアリング及びライフサイクルサービスは、堅調に推移し売上は前年同期と比べ増加しました。

機器製品は、マレーシア国内向けがやや低調に推移したものの、売上は前年同期と比べ若干増加しました。

その結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間の売上高は18億96百万円と前年同期比33.6％増加したも

のの、船価が回復に至っておらず、セグメント利益は１億12百万円と前年同期比46.8％の減益となりました。
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「ヨーロッパ」 

機器製品は、英国内でＥＵ離脱への不透明さからほぼ横ばいで推移し、ユーロ圏では堅調に推移したものの、

中近東向けが減少したことに加え、エンジニアリング及びライフサイクルサービスも減少したことにより、売上

は前年同期と比べ若干減少しました。

その結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間の売上高は９億71百万円と前年同期比4.7％の減少、セ

グメント利益は13百万円と前年同期比73.4％の減益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、現金及び預金が前期末比11億18百万円及びたな卸資産が前

期末比７億82百万円それぞれ増加した一方、受取手形及び売掛金が前期末比20億65百万円減少したこと等によ

り、流動資産は前期末比３億64百万円減の325億74百万円となりました。固定資産では、有形固定資産が前期末

比２億68百万円減少したこと等により、前期末比６億９百万円減の130億29百万円となりました。 

その結果、当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前期末比９億73百万円減の456億３百万円とな

りました。 

負債の部では、未払法人税等が前期末比２億74百万円及びその他の流動負債が前期末比２億80百万円それぞれ

減少したこと等により、流動負債は前期末比５億33百万円減の130億62百万円となりました。固定負債では、長

期借入金が前期末比１億２百万円及び繰延税金負債が前期末比４億54百万円それぞれ減少したこと等により、前

期末比６億27百万円減の28億44百万円となりました。 

その結果、負債合計は前期末比11億61百万円減の159億７百万円となりました。 

純資産の部では、為替換算調整勘定が前期末比１億33百万円減少した一方、利益剰余金が３億97百万円増加し

たこと等により、純資産合計は前期末比１億87百万円増の296億96百万円となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成30年５月15日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四

半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,768,619 12,886,969 

受取手形及び売掛金 13,608,354 11,542,982 

商品及び製品 3,358,852 3,322,826 

仕掛品 1,959,400 2,638,007 

原材料及び貯蔵品 1,850,627 1,990,792 

その他 648,978 462,249 

貸倒引当金 △255,964 △269,553 

流動資産合計 32,938,866 32,574,274 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 8,734,442 8,405,612 

減価償却累計額 △3,755,213 △3,593,667 

建物及び構築物（純額） 4,979,229 4,811,944 

機械装置及び運搬具 6,009,602 6,005,142 

減価償却累計額 △5,027,268 △5,076,667 

機械装置及び運搬具（純額） 982,333 928,474 

工具、器具及び備品 7,335,733 7,512,307 

減価償却累計額 △6,853,925 △6,882,221 

工具、器具及び備品（純額） 481,807 630,086 

土地 2,748,626 2,734,445 

リース資産 68,423 69,256 

減価償却累計額 △63,294 △63,979 

リース資産（純額） 5,129 5,276 

建設仮勘定 281,171 99,379 

有形固定資産合計 9,478,298 9,209,607 

無形固定資産    

その他 185,441 177,545 

無形固定資産合計 185,441 177,545 

投資その他の資産    

投資有価証券 551,921 494,178 

退職給付に係る資産 2,518,240 2,516,523 

繰延税金資産 695,679 422,448 

その他 1,221,988 1,243,718 

貸倒引当金 △1,012,770 △1,034,574 

投資その他の資産合計 3,975,060 3,642,295 

固定資産合計 13,638,800 13,029,447 

資産合計 46,577,667 45,603,721 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,625,101 3,578,684 

電子記録債務 3,135,077 3,375,743 

短期借入金 480,000 480,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,767,530 1,721,880 

未払法人税等 654,712 380,331 

製品保証引当金 84,657 75,477 

未払費用 1,750,835 1,632,679 

その他 2,097,712 1,817,624 

流動負債合計 13,595,626 13,062,420 

固定負債    

長期借入金 1,922,240 1,819,895 

繰延税金負債 637,412 182,814 

退職給付に係る負債 519,562 508,585 

その他 393,415 333,472 

固定負債合計 3,472,630 2,844,768 

負債合計 17,068,257 15,907,188 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,236,640 1,236,640 

資本剰余金 2,244,650 2,244,650 

利益剰余金 24,822,002 25,219,818 

自己株式 △1,433 △1,433 

株主資本合計 28,301,859 28,699,674 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 191,987 150,885 

為替換算調整勘定 △180,639 △314,583 

退職給付に係る調整累計額 1,155,508 1,122,470 

その他の包括利益累計額合計 1,166,856 958,772 

非支配株主持分 40,693 38,085 

純資産合計 29,509,409 29,696,532 

負債純資産合計 46,577,667 45,603,721 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 8,488,821 8,001,484 

売上原価 6,116,695 5,810,037 

売上総利益 2,372,126 2,191,446 

販売費及び一般管理費 1,919,847 2,063,501 

営業利益 452,278 127,945 

営業外収益    

受取利息 16,527 16,805 

受取配当金 6,014 5,940 

為替差益 5,277 185,405 

その他 34,646 17,676 

営業外収益合計 62,466 225,828 

営業外費用    

支払利息 5,906 5,281 

貸倒引当金繰入額 39,962 21,804 

その他 115 279 

営業外費用合計 45,985 27,365 

経常利益 468,759 326,407 

特別利益    

固定資産売却益 226 208,147 

特別利益合計 226 208,147 

特別損失    

固定資産除却損 891 214 

特別損失合計 891 214 

税金等調整前四半期純利益 468,094 534,341 

法人税、住民税及び事業税 156,222 108,669 

法人税等調整額 △26,153 △153,441 

法人税等合計 130,068 △44,772 

四半期純利益 338,026 579,113 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △317 △1,107 

親会社株主に帰属する四半期純利益 338,343 580,221 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 338,026 579,113 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6,699 △41,102 

為替換算調整勘定 413,539 △133,944 

退職給付に係る調整額 △736 △33,037 

その他の包括利益合計 419,502 △208,084 

四半期包括利益 757,528 371,029 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 757,846 372,136 

非支配株主に係る四半期包括利益 △317 △1,107 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円） 

  日本 アジア ヨーロッパ 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 6,050,481 1,419,416 1,018,923 8,488,821 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
923,140 894,730 4,018 1,821,889 

計 6,973,622 2,314,147 1,022,941 10,310,710 

セグメント利益 406,072 211,350 50,043 667,466 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 667,466

セグメント間取引消去 19,087

全社費用（注） △234,275

四半期連結損益計算書の営業利益 452,278

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円） 

  日本 アジア ヨーロッパ 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 5,133,619 1,896,351 971,513 8,001,484 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
1,101,647 682,532 2,543 1,786,723 

計 6,235,266 2,578,883 974,057 9,788,207 

セグメント利益 177,814 112,463 13,322 303,600 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 303,600

セグメント間取引消去 39,793

全社費用（注） △215,448

四半期連結損益計算書の営業利益 127,945

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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